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◆
第
２
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
決
算
承
認

　

並
び
に
利
益
剰
余
金

　

処
分
の
件

　

原
案
ど
お
り
、承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
第
３
号
議
案

　

�

令
和
６
年
度
事
業
計
画

承
認
の
件

　

次
の
重
点
施
策
2
項
目
等

に
つ
い
て
、承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

1
．�組
合
活
性
化
に
向
け
た

諸
事
業
・
行
事
の
積
極
的

な
推
進
。

2
．�「
上
田
卸
団
地
再
整
備
」

に
係
る
調
査
・
検
討
活
動

を
継
続
す
る
た
め
の
機

関
を
設
置
し
、再
整
備
事

業
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
実
施
。

◆
第
４
号
議
案

　

�

令
和
６
年
度
収
支
予
算

承
認
の
件

　

概
ね
、令
和
5
年
度
実
績
程

度
の
予
算
に
て
承
認
・
可
決
。

◆
第
５
号
議
案

　

��

令
和
６
年
度
賦
課
金
の

額
及
び
徴
収
方
法
決
定

に
関
す
る
件

　

１
社
月
額
２
，０
０
０
円

（
年
額
２
4
，０
０
０
円
）・

６
月
と
10
月
の
徴
収
に
て
決
定
。

◆
第
６
号
議
案

　

��

借
入
金
の
最
高
限
度
額

並
び
に
一
組
合
員
に
対

す
る
貸
付
の
最
高
限
度

額
決
定
に
関
す
る
件

　

非
常
時
を
想
定
し
て
、借

入
金
の
枠
を
設
定
す
る
も
の

で
、最
高
限
度
額
１
億
円
・
一

組
合
員
へ
の
貸
付
限
度
額

１
，０
０
０
万
円
と
決
定
。

◆
第
７
号
議
案

　

��

理
事
及
び
監
事
の
報
酬

　

限
度
額
に
関
す
る
件

　

原
案
ど
お
り
、承
認
・
可

決
。

◆
第
１
号
議
案

　

�

令
和
5
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

　

概
要
は
、2
ペ
ー
ジ「
第
61

回
通
常
総
会
挨
拶
」参
照
。
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第
61
回
通
常
総
会
は
、
5
月
21
日（
火
）・
午
後
4
時
よ
り
、

組
合
員
32
名（
う
ち
、
委
任
状
11
名
含
）が
出
席
。
今
回
の
通

常
総
会
で
は
以
下
の
全
7
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
61
回
通
常
総
会
を
開
催

　

な
お
、
総
会
の
ご
来
賓
は
長
野
県
上
田
地
域
振
興
局
・
上

田
市
・
上
田
商
工
会
議
所
・
商
工
中
金
長
野
支
店
・
八
十
二

銀
行
上
田
支
店
・
上
田
信
用
金
庫
本
店
営
業
店
・
長
野
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
東
信
事
務
所
・
秋
和
自
治
会
・
桝
網
土

地
改
良
区
・
小
宮
山
智
三
税
理
士
事
務
所
の
皆
様
で
し
た
。

　
本
年
は
組
合
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
年
と
な
る
こ

と
か
ら
、
総
会
・
懇
親
会
の
会
場
も
、
例
年
の
上
田

あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
か
ら
上
田
東
急
R
E
I
ホ
テ
ル
に

移
し
て
の
記
念
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、
ご
来
賓
10
機
関
・
団
体

に
加
え
、
組
合
役
職
員
の
O
B
の
皆
様
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

理事長挨拶

総会後の記念撮影
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第
61
回
通
常
総
会
挨
拶
　

 

理
事
長　

桑
原　

茂
実

は
じ
め
に

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
当

組
合
理
事
長
の
上
田
冷
蔵

㈱
・
桑
原
茂
実
と
申
し
ま
す
。

本
日
は
大
変
ご
多
用
の
な
か

を
、
土
屋
上
田
市
長
を
は
じ

め
、多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
、

組
合
員
の
皆
様
の
ご
光
来
を

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
61
回

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。創

立
60
周
年

　

さ
て
、
例
年
で
す
と
総
会

会
場
は
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
秋
和「
組
合
会
館
・
上
田

あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
」で
開
催

し
て
い
る
の
で
す
が
、
本
年

は
創
立
60
周
年
の
記
念
の
年

で
す
の
で
、
変
更
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
組
合
の
沿
革
・

歴
史
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

ほ
ど
の
祝
賀
会
で
申
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

前
年
度
の
事
業
概
要

　

総
会
議
案
で
あ
り
ま
す

令
和
5
年
度
の
事
業
報
告

に
つ
い
て
、
概
要
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

資
料
の
中
で
も
報
告
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
昨
年
5
月
に
第

5
類
へ
と
移
行
。
業
績
の
V

字
回
復
も
期
待
さ
れ
ま
し
た

が
、
ご
周
知
の
と
お
り
の
厳

し
い
経
営
環
境
の
な
か
、
事

業
収
入
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ

り
ま
す
会
館
利
用
収
入
は
、

伸
び
悩
み
ま
し
た
。
市
内
で

は
、
会
合
等
の
会
場
探
し
に

四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
施

設
・
設
備
の
経
年
化
に
よ
る

修
繕
費
負
担
増
。
ま
た
、
諸

物
価
高
騰
の
な
か
、
こ
の
4

月
か
ら
会
館
施
設
利
用
料
金

改
定
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
当
会
館
施
設

ら
売
り
切
れ
の
店
舗
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
や
は
り
卸
団
地

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
生
鮮
食
品

が
必
要
な
の
か
な
？
と
思
い

ま
し
た
。

令
和
6
年
度
計
画

　

令
和
6
年
度
計
画
は
、
前

述
し
た
研
修
事
業
等
に
加

え
、『
卸
商
業
団
地
機
能
向

上
支
援
事
業
』を
活
用
し
て

策
定
し
た『
上
田
卸
団
地
再

整
備
』の
事
業
化
に
向
け
た

活
動
に
着
手
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
冒
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

本
日
は
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
令
和
6
年
5
月
21
日
・

通
常
総
会
理
事
長
挨
拶
よ
り
）

は
じ
め
に

　

ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
、
理

事
長
の
桑
原
茂
実
で
す
。
こ

こ
か
ら
ご
出
席
の
方
々
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
改

め
ま
し
て
、
本
日
は
時
節
柄

ご
多
用
の
な
か
ご
臨
席
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
通
常
総

会
･
懇
親
会
は
、
創
立
60

周
年
を
記
念
し
て
、
上
田
あ

き
ん
ど
ホ
ー
ル
よ
り
会
場
を

移
し
て
、
こ
こ
上
田
東
急

R
E
I
ホ
テ
ル
で
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て

『
感
謝
』の
意
味
を
込
め
ま
し

て
、
ご
来
賓
の
方
々
、
組
合

員
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
加

え
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
組

合
運
営
に
携
わ
っ
て
頂
き
ま

し
た
前
理
事
長
、
前
副
理
事

長
、
歴
代
事
務
局
長
の
皆
様

に
お
越
し
頂
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
方
々
の
ご
尽
力
、

ご
指
導
な
く
し
て
本
日
は
迎

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
開
会
前
に
、
10

年
前
の
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
作
り
ま
し
た『
空
か
ら

見
た
卸
団
地
』D
V
D
を
鑑

賞
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ド

ロ
ー
ン
空
撮
の
先
駆
け
で
あ

り
ま
し
た
。

組
合
の
あ
ゆ
み

　

さ
て
、
本
日
お
配
り
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
、「
60
年
の
あ
ゆ
み
」を
ご

覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
欄
に
、
昭
和
39
年
9

月
設
立
と
ご
ざ
い
ま
す
。
先

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前

の
月
で
す
。
い
ま
で
も
続
い

て
い
ま
す
上
田
商
工
会
議
所

卸
売
研
究
会
で
、
進
行
す
る

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
対
応

の
た
め
に
、
市
街
地
で
営
業

し
て
い
た
企
業
の
要
望
か

ら
、
卸
団
地
設
立
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

第
一
次
造
成
に
始
ま
り
、

昭
和
47
年
に
は
河
岸
段
丘
の

下
に
、
秋
和
の
皆
様
所
有
の

田
ん
ぼ
を『
上
田
市
商
業
発

展
の
た
め
な
ら
』と
提
供
し

て
頂
き
ま
し
た
。
私
が
高
校

時
代
、
秋
和
鉱
泉
ま
で
ク
ラ

の
利
点
P
R
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
空
白
の
4
年

間
は
大
き
く
、
問
屋
町
会
・

十
日
会
な
ど
を
利
用
し
て
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
同
敷
地
内
組
合
の
強

み
を
生
か
し
て
、
再
開
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
工
事
は
前
年
度
に
完
了

し
て
お
り
ま
す
が
、
県
の
中

小
企
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

削
減
事
業
を
活
用
し
て
、
上

田
あ
き
ん
ど
ホ
ー
ル
内
の
照

明
機
器
の
L
E
D
化
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
係
る
助
成

金
が
補
助
金
収
入
と
し
て
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
営
費
用
は
緊
縮
化
に
努

め
て
、
な
ん
と
か
利
益
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
き
ん
ど
市

　

10
月
21
日
に
は
、
4
年
ぶ

り
に『
第
12
回
あ
き
ん
ど
市
』

を
開
催
し
、
多
く
の
地
域
住

民
の
皆
様
に
お
出
で
頂
き
、

ま
た
、
初
め
て
出
店
さ
れ
た

地
元
秋
和
営
農
組
合
か
ら
、

名
産『
秋
和
米
』を
出
品
・
販

売
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
出

店
者
が「
久
し
ぶ
り
の
開
催

で
来
客
者
が
少
な
い
」と
予

想
し
た
の
か
、
早
い
時
間
か

組
合
創
立
60
周
年
記
念
懇
親
会
挨
拶

　
　
　

  

理
事
長　

桑
原　

茂
実　

高さ34mm、錫100％の福だるま。創立60周年
懇親会の記念品。富山県・高岡市の伝統産業である
「鋳物」の技術により製造していただきました。
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結
び
に
、
ご
来
賓
各
位
の

ご
健
勝
、
組
合
員
、
賛
助
会

員
、
そ
し
て
ご
出
席
の
皆
様

の
ご
隆
盛
、
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
も
、

上
田
卸
商
業
協
同
組
合
に
対

し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
令
和
6
年
5
月
21
日
・

懇
親
会
理
事
長
挨
拶
よ
り
）

ブ
活
動
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
通

り
か
か
っ
た
折
に
、
夕
暮
れ

の
な
か
を
建
設
重
機
が
動

い
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
私
は
昭
和
55
年
に
家
業

に
入
社
し
ま
し
た
が
、
昭
和

62
年
4
月
、
卸
団
地
か
ら
上

田
駅
ま
で
直
通
の
秋
和
上
堀

線
開
通
式
で
、
生
卵
10
個
入

れ
1
，
0
0
0
パ
ッ
ク
を
青

年
部
一
員
と
し
て
市
民
に
配

布
し
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
6
年
創
立

30
周
年
記
念
事
業
に
お
き
ま

し
て
、
物
販
部
長
と
し
て
魚

商
、
青
果
、
生
花
な
ど
各
小

売
商
組
合
の
ご
了
承
、
ご
理

解
を
頂
く
た
め
説
明
会
を
開

き
、初
め
て
問
屋
業
が
直
接
、

地
域
住
民
の
皆
様（
消
費
者
）

を
対
象
に『
卸
団
地
ま
つ
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
敷

地
内
に
、
岩
野
商
会
さ
ん
に

お
願
い
し
て
テ
ン
ト
80
張
り

を
設
営
、
多
く
の
ご
来
場
を

頂
き
ま
し
た
。

苦
難
の
時
期

　

そ
れ
か
ら
は
、
良
い
事
ば

か
り
続
き
ま
せ
ん
。
よ
く
言

わ
れ
る「
失
わ
れ
た
30
年
」の

始
ま
り
で
し
た
。
組
合
員
の

倒
産
、
廃
業
、
吸
収
な
ど
も

相
次
ぎ
、
事
業
を
縮
小
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
態
に
も
陥
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
び
に
頻
繁
に
開
か
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
、
対
処
方

法
の
議
論
で
大
変
で
あ
っ
た

と
、
今
は
亡
き
父
よ
り
よ
く

聞
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

日
こ
の
よ
う
に
皆
様
と
お
祝

い
で
き
る
こ
と
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

温
故
知
新

　

今
日
は
、
上
田
商
工
会
議

所
よ
り
矢
ケ
﨑
専
務
が
お
見

え
で
す
が
、
今
年
7
月
3
日

か
ら
新
札
1
万
円
に
登
場
す

る
、『
日
本
資
本
主
義
の
父
』

と
言
わ
れ
る
渋
沢
栄
一
翁
は

か
つ
て
若
い
頃
、
深
谷
よ
り

藍
玉
の
行
商
に
来
て
い
て
、

再
度
大
正
時
代
に
来
田
し
、

『
温
故
知
新
』と
い
う
言
葉
を

残
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
で

も
県
内
で
最
初
の
会
議
所
と

し
て
、
上
田
商
工
会
議
所
の

行
動
指
針
と
し
て
、
大
切
に

額
は
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
昔
の
事
を
た
ず
ね
求
め
て
、

そ
の
な
か
か
ら
新
し
い
知

識
、
見
解
を
導
く
事
」、
本

祝
賀
会
が
そ
の
よ
う
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

昭
和
39
年
9
月

組
合
設
立
・
上
田
商
工
会
議
所
に
事
務
所
を
置
き
、ス
タ
ー
ト
。

昭
和
41
年

団
地
造
成
規
模
9
，5
8
3
坪
で
建
設
を
始
め
る
。

昭
和
41
年
10
月

地
区
の
呼
称
を「
上
田
問
屋
町
」と
定
め
、公
表
。

昭
和
43
年
4
月

組
合
事
務
所
を
問
屋
町
へ
、新
築
移
転
。

昭
和
44
年
6
月

第
１
次
団
地
造
成
祝
賀
会
を
挙
行
。

昭
和
44
年

組
合
と
し
て
、秋
和
自
治
会
へ
加
入
。

昭
和
47
年
5
月

第
２
次
拡
張
計
画
の
用
地
約
３
万
坪
確
保
。

昭
和
47
年
7
月

第
１
回
市
民
祭（
上
田
わ
っ
し
ょ
い
）へ「
お
ど
り
連
」で
参
加
。

昭
和
47
年
12
月

第
２
次
計
画
の
店
舗
集
団
化
計
画
を
県
に
提
出
。

昭
和
48
年

第
２
次
計
画
が
完
了
し
、組
合
員
48
社
と
な
る
。

昭
和
48
年
7
月

「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
」へ
、み
こ
し
2
基
を
加
え
、約
3
0
0
名
参
加
。

昭
和
50
年
9
月

呼
称
を「
上
田
卸
団
地
」と
改
め
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
。

完
成
時
の
状
況　

組
合
員
：
45
社　

出
資
金
：
1
，9
6
5
万
円

予
算
規
模
：
２
億
6
，1
5
0
万
円　
（
う
ち
金
融
関
係
9
，5
0
0
万
円
）

昭
和
51
年
9
月

第
１
回
上
田
卸
団
地
大
運
動
会
を
開
催
。1
，1
0
0
名
参
加
。

昭
和
54
年
5
月

卸
団
地
青
年
部
発
足
。

昭
和
54
年

卸
団
地
内
の
道
路
を
一
括
し
て
上
田
市
へ
寄
付
採
納
し
、私
道
へ
編
入

さ
れ
る
。

昭
和
59
年
11
月

組
合
創
立
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

昭
和
62
年
4
月

秋
和
上
堀
線
道
路
が
開
通
し
供
用
開
始
と
な
り
、上
田
駅
ま
で
直
結
。

昭
和
63
年
6
月

県
下
卸
団
地
に
よ
る「
長
野
県
卸
商
業
団
地
健
康
保
険
組
合
」発
足
。

平
成
2
年
1
月

組
合
創
立
25
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

平
成
2
年
11
月

県
下
５
団
地
に
よ
る「
長
野
県
卸
商
業
団
地
厚
生
年
金
基
金
」発
足
。

平
成
6
年
10
月

組
合
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行
。

記
念
誌「
上
田
卸
商
業
協
同
組
合　

30
年
の
歩
み
」発
刊
。

平
成
10
年
5
月

第
１
回
卸
団
地
開
放
セ
ー
ル
開
催　

参
加　

24
社　

来
場
者　

4
，5
0
0
人
。

平
成
11
年
5
月

金
融
事
業
を
平
成
18
年
３
月
に
終
了
す
る
こ
と
を
、総
会
で
決
議
。

平
成
23
年
12
月

機
関
紙「
上
田
卸
団
地
だ
よ
り
」創
刊
。

平
成
25
年
10
月

「
上
田
卸
団
地
ま
ち
づ
く
り
協
定
」制
定
。

平
成
26
年
10
月

組
合
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。

記
念
誌「
50
年
の
あ
ゆ
み　

～
明
日
へ
の
は
ば
た
き
～
」発
刊
。

令
和
4
年
2
月

商
団
連「
卸
商
業
団
地
機
能
向
上
支
援
事
業
」に
よ
る

「
上
田
卸
団
地
再
整
備
計
画
」を
策
定
。

上田卸商業協同組合6060 ののあゆみあゆみ年年

田中副理事長よりご来賓への謝辞。 OBの皆様との歓談の場に
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11 14 木
開催
日時

10 20 日
開催
日時

第13回

昨年、4年ぶりに開催しました「あきんど市」。
ことしは、10月20日㈰の開催が決まりました。
組合員の取引先への感謝の場として開催している
「大感謝祭・抽選会」。ことしは、11月14日㈭の
開催となります。何れも、詳細につきましては
改めてお知らせいたします。

開催のお知らせ

組合員の異動
■賛助会員の加入
　㈲小林青果店　令和6年4月1日付

■組合員数　32社��／��賛助会員数　20社
〔令和６年７月１日現在〕

訓練終了後の
閉会式

第 48回上田卸団地ゴルフコンペ

事業報告

上田卸団地ボウリング大会

コロナ禍で見送られていたボウリング大会。5年ぶりの開催となり
ました。

6月14日㈮　プラチナレーンズ上田店　32名参加 6月11日㈫　53名参加

5月19日㈰　小諸高原ゴルフクラブ　16名参加
個人戦　優勝　　田邉　寛樹�（田辺商事㈱）
　　　　準優勝　太田　拓志�（㈱デンセン）
　　　　３位　　大島　幸治�（㈱丸水長野県水）
団体戦　優勝　　混成チーム
　　　　　　　　田邉　寛樹・五十嵐弘樹・
　　　　　　　　田中　結樹・松本　良治
　　　　準優勝　SPG
　　　　　　　　田中　良男・岡森　友明・
　　　　　　　　園田　修治・五十嵐康弘

優勝�　　高見　晃平�（㈱デンセン）
準優勝　酒井　俊輔�（㈱デンセン）
第３位　荒井こずえ�（㈱丸水長野県水）�・女子の部優勝

団地内一斉清掃

年2回実施の団地内清掃、今回は「夏の一斉清掃」。
多数のご参加、ありがとうございました。

「初期消火訓練」を実施します。
◇８月30日㈮・午後５時より
◇第１駐車場にて〔組合会館裏〕
詳細につきましては、別途、お知らせします。


